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カスタム・リカバリCD

／リカバリCDの使い方
Windows 98／95モデルには、カスタム・リカバリCDが同梱されています。

Windows 2000／NTモデルにはリカバリCDが同梱されています。
本章では、カスタム・リカバリCDおよびリカバリCDの使い方について説明します。

 1  カスタム・リカバリCD／リカバリCDとは...... 156
 2  標準システムを復元する .............................157
 3  最小構成でシステムを復元する
　　　　（Windows 98／95モデル）............161

 4  アプリケーションを再インストールする
　　　　（Windows 98／95モデル）............163
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カスタム・リカバリCD／リカバリCDとは
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 カスタム・リカバリCDとは（Windows 98／95モデル）
Windows 98／95モデルには次のカスタム・リカバリCDが同梱されています。

●Product Recovery CD-ROM
●アプリケーション&ドライバCD-ROM

カスタム・リカバリCDは、何らかの障害によってハードディスクが壊れてしまった場
合やシステムが正常に動作しなくなってしまった場合にシステムを復元したり、一度削
除してしまったアプリケーションを再インストールする場合に使用します。

●標準システムを復元する
ご購入時の状態に戻します。プレインストールされているアプリケーションもすべ
て復元されます。
☞ 「本章 2 標準システムを復元する」

●最小構成でシステムを復元する
Windowsおよびデバイスドライバを復元します。アプリケーションなどはインス
トールされません。

☞ 「本章 3 最小構成でシステムを復元する（Windows 98／95モデル）」

●アプリケーションやドライバごとに再インストールする
プレインストールされているアプリケーションを再インストールできます。
☞ 「本章 4 アプリケーションを再インストールする（Windows 98／95モデル）」

・カスタム・リカバリCDは絶対になくさないようにしてください。紛失した場合、再発行す

ることはできません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

リカバリCDとは（Windows 2000／NTモデル）
Windows 2000／NTモデルにはリカバリCD（「Product Recovery CD-ROM」）が同
梱されています。
リカバリCDは何らかの障害によって、ハ－ドディスクが壊れてしまった場合やシステ
ムが正常に動作しなくなってしまった場合にシステムを復元するために使用します。
☞ 「本章 2 標準システムを復元する」

また、Windows 2000／NTモデルには、アプリケーションCD（「Application CD-
ROM」）も同梱されています。アプリケーションCDは、本製品で用意されているアプ
リケーションが入っています。

用意されているアプリケーションなどの一覧および概要、注意事項についてはアプリ
ケーションCDをCD-ROM装置にセットし、Autorun機能により表示される初期画面
をご覧ください。

・リカバリCD／アプリケーションCDは絶対になくさないようにしてください。紛失した場
合、再発行することは出来ません。
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標準システムを復元する
本製品にあらかじめインストールされているWindowsやアプリケーションを復元し、
ご購入時の状態に戻します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 準備
次のものを使用します。

●Product Recovery CD-ROM
●Windows 95モデルの場合は、Microsoft "Certificate of Authenticity"ラベル
　（Windowsセットアップで入力する、Product IDが印刷されています）
  ☞  Microsoft "Certificate of Authenticity"ラベルの位置について

       ➪ 「2章 2-2 Windows 95のセットアップ」
●取扱説明書（本書）

・Windows 2000／NTモデルの場合、工場出荷時のパ－ティション設定は、最初の4GB
がNTFS（C:）で、残りは空き領域となっています。空き領域を使用するには、Windows
2000の場合は「ディスクの管理」、Windows NTの場合は「ディスクアドミニストレ－タ」
を使用してください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 操作手順

 Windows 98／95モデルの場合

注 意�・復元する前にハードディスクのフォーマットを行います。ハードディスクの内容はす
べて削除されますので、必要なデータがある場合には、あらかじめフロッピーディス
クなどに保存してください。
ハードウェア構成を変更している場合には、本パソコンをご購入時の状態に戻してか
ら、システムの復元を行なってください。

1 パソコンをご購入時の状態に戻す
取り付けた拡張カード類はすべて取りはずしてください。

2 Windows 98モデルまたはWindows 95モデルの「Product Recovery
CD-ROM Disk1」をCD-ROM装置にセットする

3 一度パソコンの電源を切り、キーボードの Delete キーを押しながら、パ
ソコンの電源を入れる
BIOSセットアップの画面が表示されたらキーを離します。

4  ←  → キーで「Advanced」を選択する

5  ↑  ↓ キーで「Advanced CMOS Setup」を選択し、 Enter キーを押す

6  ↑  ↓ キーで「1st Boot Device」を選択し、 Enter キーを押す
「    Options    」の画面が表示されます。
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7  ↑  ↓ キーで「CDROM」を選択し、 Enter キーを押す

8  Esc キーを押し、 F10 キーを押す

［Save current settings and exit］
　　Press［Enter］to Continue
　　Press［Esc］to Abort

のメッセージが表示されるので、 Enter キーを押します。
システムが再起動し、「復元する構成を選択してください」のメッセージが表示されます。

9  1 キーを押す
「フォーマットの方法を選択してください」のメッセージが表示されます。

10  1 キーを押す
クイックフォーマットをする場合は、2 キーを押してください。
「ハードディスクの内容は、すべて削除されます！」のメッセージが表示されます。

11  Y キーを押す
処理を中止する場合は、N キーを押してください。
ハードディスクをフォーマットした後に、復元を開始します。
復元が完了すると、終了画面が表示されます。

12 CDを取り出し、何かキーを押す
システムが再起動します。

13「In Touch with Tomorrow TOSHIBA」の画面が表示されたら、キー
ボードの Delete キーを押し、BIOSセットアップを起動する
BIOSセットアップの画面が表示されたらキーを離します。

14  ←  → キーで「Advanced」を選択する
15  ↑  ↓ キーで「Advanced CMOS Setup」を選択し、 Enter キーを押す
16  ↑  ↓ キーで「1st Boot Device」を選択し、 Enter キーを押す

「    Options    」の画面が表示されます。

17  ↑  ↓ キーで「Floppy」を選択し、 Enter キーを押す
18  Esc キーを押し、 F10 キーで設定を保存する

［Save current settings and exit］
　　Press［Enter］to Continue
　　Press［Esc］to Abort

のメッセージが表示されるので、 Enter キーを押します。
システムが起動し、Windowsのセットアップが始まります。

☞ Windowsのセットアップについて ➪ 「2章 2 初めて電源を入れるときは」
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 Windows 2000／NTモデルの場合

注 意�・復元する前にハードディスクのフォーマットを行います。ハードディスクの内容はす
べて削除されますので、必要なデータがある場合には、あらかじめフロッピーディス
クなどに保存してください。
ハードウェア構成を変更している場合には、本パソコンをご購入時の状態に戻してか
ら、システムの復元を行なってください。

1 パソコンをご購入時の状態に戻す
取り付けた拡張カード類はすべて取りはずしてください。

2「Product Recovery CD-ROM Disk1」をCD-ROM装置にセットする
3 一度パソコンの電源を切り、キーボードの Delete キーを押しながら、パ
ソコンの電源を入れる
BIOSセットアップの画面が表示されたらキーを離します。

4  ←  → キーで「Advanced」を選択する

5  ↑  ↓ キーで「Advanced CMOS Setup」を選択し、 Enter キーを押す

6  ↑  ↓ キーで「1st Boot Device」を選択し、 Enter キーを押す
「    Options    」の画面が表示されます。

7  ↑  ↓ キーで「CDROM」を選択し、 Enter キーを押す

8  Esc キーを押し、 F10 キーを押す

［Save current settings and exit］
　　Press［Enter］to Continue
　　Press［Esc］to Abort

のメッセージが表示されるので、 Enter キーを押します。
「復元する構成を選択してください」というメッセージが表示されます。

9 Windows 2000を復元する場合には、 1 キーを押す
Windows NTを復元する場合には、 2 キーを押す
「ハードディスクの内容は、すべて削除されます！」というメッセージが表示されます。

10 復元の処理を開始する場合には、 Y キーを押す
処理を中止する場合には、 N キーを押す

11 メッセージに従い、「Product Recovery CD-ROM」を入れ替える
Windows 2000の復元中に次のメッセージが表示された場合には、「Product Recovery
CD-ROM Disk2」に入れ替えて、 Enter キーを押してください。

6章 -2 標準システムを復元する
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12 復元が完了したら、「Product Recovery CD-ROM」をCD-ROMドライ
ブから抜く

13 何かキーを押して、システムを再起動する
14「In Touch with Tomorrow TOSHIBA」の画面が表示されたら、キー

ボードの Delete キーを押し、BIOSセットアップを起動する
BIOSセットアップの画面が表示されたらキーを離します。

15  ←  → キーで「Advanced」を選択する
16  ↑  ↓ キーで「Advanced CMOS Setup」を選択し、 Enter キーを押す
17  ↑  ↓ キーで「1st Boot Device」を選択し、 Enter キーを押す

「    Options    」の画面が表示されます。

18  ↑  ↓ キーで「Floppy」を選択し、 Enter キーを押す
19  Ecs キーを押し、 F10 キーで設定を保存する

［Save current settings and exit］
　　Press［Enter］to Continue
　　Press［Esc］to Abort

のメッセージが表示されるので、 Enter キーを押します。
システムが起動し、Windowsのセットアップが始まります。

☞ Windowsのセットアップについて ➪ 「2章 2 初めて電源を入れるときは」
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最小構成でシステムを復元する(Windows 98／95モデル)
Windows 98／95モデルでは、Windowsおよびデバイスドライバを復元することが
できます。最小構成でシステムを復元しますので、ご購入時にプレインストールされて
いたアプリケーションなどはインストールされません。

・最小構成でシステムを復元する場合でも、標準システムを復元する場合と同じディスク使用
量（ご購入時のディスク使用量）が必要です。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 準備
次のものを使用します。

●Product Recovery CD-ROM
●アプリケーション＆ドライバCD-ROM
●Windows 95モデルの場合は、Microsoft "Certificate of Authenticity"ラベル
　（Windowsセットアップで入力する、Product IDが印刷されています）

   ☞  Microsoft "Certificate of Authenticity"ラベルの位置について
       ➪ 「2章 2-2 Windows 95のセットアップ」

●取扱説明書（本書）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 操作手順

注 意�・復元する前にハードディスクのフォーマットを行います。ハードディスクの内容はす
べて削除されますので、必要なデータがある場合には、あらかじめフロッピーディス
クなどに保存してください。
ハードウェア構成を変更している場合には、本パソコンをご購入時の状態に戻してか
ら、システムの復元を行なってください。

1 パソコンをご購入時の状態に戻す
取り付けた拡張カード類はすべて取りはずしてください。

2 Windows 98モデルまたはWindows 95モデルの「Product Recovery
CD-ROM Disk1」をCD-ROM装置にセットする

3 一度パソコンの電源を切り、キーボードの Delete キーを押しながら、パ
ソコンの電源を入れる
BIOSセットアップの画面が表示されたらキーを離します。

4  ←  → キーで「Advanced」を選択する

5  ↑  ↓ キーで「Advanced CMOS Setup」を選択し、 Enter キーを押す

6  ↑  ↓ キーで「1st Boot Device」を選択し、 Enter キーを押す
「    Options    」の画面が表示されます。

7  ↑  ↓ キーで「CDROM」を選択し、 Enter キーを押す
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8  Esc キーを押し、 F10 キーを押す

［Save current settings and exit］
　　Press［Enter］to Continue
　　Press［Esc］to Abort

のメッセージが表示されるので、 Enter キーを押します。
システムが再起動し、「復元する構成を選択してください」のメッセージが表示されます。

9  2 キーを押す
「フォーマットの方法を選択してください」のメッセージが表示されます。

10  1 キーを押す
クイックフォーマットをする場合は、2 キーを押してください。
「ハードディスクの内容は、すべて削除されます！」のメッセージが表示されます。

11  Y キーを押す
処理を中止する場合は、N キーを押してください。
ハードディスクをフォーマットした後に、復元を開始します。
復元が完了すると、終了画面が表示されます。

12 CDを取り出し、何かキーを押す
システムが再起動します。

13「In Touch with Tomorrow TOSHIBA」の画面が表示されたら、キー
ボードの Delete キーを押し、BIOSセットアップを起動する
BIOSセットアップの画面が表示されたらキーを離します。

14  ←  → キーで「Advanced」を選択する
15  ↑  ↓ キーで「Advanced CMOS Setup」を選択し、 Enter キーを押す
16  ↑  ↓ キーで「1st Boot Device」を選択し、 Enter キーを押す

「    Options    」の画面が表示されます。

17  ↑  ↓ キーで「Floppy」を選択し、 Enter キーを押す
18  Esc キーを押し、 F10 キーで設定を保存する

［Save current settings and exit］
　　Press［Enter］to Continue
　　Press［Esc］to Abort

のメッセージが表示されるので、 Enter キーを押します。

☞ Windowsのセットアップについて ➪ 「2章 2 初めて電源を入れるときは」
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アプリケーションを再インストールする(Windows 98／95モデル)
Windows 98／95モデルにプレインストールされているアプリケーションやドライ
バを一度削除してしまっても、システムの復元を行うことなく、アプリケーションごと
に再インストールすることができます。
再インストールには「アプリケーション&ドライバCD-ROM」を使用します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 操作手順

1「アプリケーション&ドライバ CD-ROM Disk1」をセットする
2 表示されるメッセージに従ってインストールを行う
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7
困ったときは

本章では、困ったときの対処方法を説明します。
操作中、うまく動作しないときにお読みください。

1 困ったときのＱ＆Ａ ..................................166
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困ったときのＱ＆Ａ
実際に本装置を操作しようとしたときに、思ったとおりに操作できなかったり、何をし
たらよいかわからないときがあります。すぐに、故障だ！ とあわてる前に、この章をお
読みください。
各システムのコマンドを使用しているときにエラーメッセージが表示された場合は、各
システムのマニュアルを参照してください。

アプリケーションソフトをご使用の方は、それぞれのアプリケーションソフトのマニュ
アルをお読みください。

 電源が入らない ...................................................................................... 166

 エラーメッセージが表示される ........................................................... 167

 Windows NTでシャットダウン後電源が切れない.......................... 167

 画面の表示がおかしい .......................................................................... 168

 キーボードのキーを押しても希望の文字が入力されない ................ 169

 マウスの操作ができない....................................................................... 169

 フロッピーディスク装置が使えない ................................................... 170

 フロッピーディスクが使えない ........................................................... 170

 アプリケーションソフトが使えない ................................................... 171

 ハードディスク装置が使えない ........................................................... 171

 CD-ROM装置が使えない .................................................................... 172

 サウンドが鳴らない .............................................................................. 172

 印刷できない .......................................................................................... 173

 テレビ、ラジオに障害が出る............................................................... 173

 異常や故障の場合 .................................................................................. 174

 どうしてもわからない場合................................................................... 174

 電源が入らない

状　況 ● 本体の電源が入らない

確   認 電源コードはパソコン本体の電源コネクタと電源コンセントに差し込まれて
いますか？

対　処� ● 電源コードをパソコン本体の電源コネクタと電源コンセントに差し込んで
ください。

確   認 電源ランプは点灯していますか？

対　処� ● 電源スイッチを押してください。

確   認 電源コンセントに電源が通じていますか？

対　処� ● 電源の通じている電源コンセントに差してください。
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 エラーメッセージが表示される

状　況 ● 起動時にエラーメッセージが表示される

確   認 システムの入っていないフロッピーディスクがセットされていませんか？

対　処� ● フロッピーディスクを抜き出してから、再起動してください。

確   認 電源を切って、また、すぐに入れませんでしたか？

対　処� ● 電源を切ってから5秒以上待って電源を入れてください。

状　況 ● アプリケーションソフト使用時にエラーメッセージが表示される

対　処� ● アプリケーションソフトのマニュアルをお読みください。

状　況 ●「CMOS Checksum Bad」というエラーメッセージが表示される

確   認 内蔵バッテリが消耗していませんか？

対　処� ● 内蔵バッテリを交換してください。

☞ 「4章 10 内蔵バッテリの交換」

 Windows NTでシャットダウン後電源が切れない

状　況 ●Windows NTでシャットダウン後、パソコン本体の電源が切れない

確   認 Windows NTのService Packをインストールしましたか？

対　処� ● Windows NTのService Pack6より新しいService Packをインス
トールした場合、東芝ソフトウェアパワーオフ機能は動作を保証しませ
ん。東芝ソフトウェアパワーオフをアンインストールして再度Service
Packをインストールしてください。
この場合、シャットダウンしても電源は自動的には切れません。シャット
ダウン後に電源スイッチを押して電源を切ってください。
インストール方法については、アプリケーションCDをCD-ROM装置に
セットし、Autorun機能により表示される画面に従ってください。

確   認 Windows NTを再インストールしましたか？

対　処� ● 東芝ソフトウェアパワーオフ機能を再度インストールしてください。
インストール方法については、アプリケーションCDをCD-ROM装置に

セットし、Autorun機能により表示される画面に従ってください。



168

 画面の表示がおかしい

状　況 ● 画面に何も映らない

確   認 パソコン本体およびディスプレイの電源は入っていますか？

対　処� ● 電源を入れてください。

確   認 ディスプレイ用電源コードは接続されていますか？

対　処� ● 電源をいったん切ってから、コンセントに差し込んでください。

確   認 ディスプレイ用信号ケーブルは正しく接続されていますか？

対　処� ● ゆるみがないように正しく接続してください。

確   認 表示自動停止機能が働いていませんか？（Windows 98／95／2000）

対　処� ●  Shift キーを押したり、マウスを動かしたり、電源スイッチを押してくだ
さい。

確   認 USB機器は接続していますか？

対　処� ● 接続されているUSB機器によっては、USB機器の電源を入れた後、パ
ソコン本体の電源を入れると、パソコン本体が起動しない場合がありま
す。パソコン本体の電源を入れてからUSB機器の電源を入れてください。

状　況 ● 画面の表示が乱れる、あるいは画面のサイズや表示位置等が異常である

確   認 ディスプレイの輝度、コントラスト等の調整および、各調整スイッチでの調
整は正しくできていますか？

対　処� ● 輝度、コントラストおよび各調整スイッチを用いて、正しく調整してくだ
さい。

☞ 『ディスプレイに付属の説明書』

確   認 ディスプレイの交換または解像度、リフレッシュレートの変更を行ないまし
たか？

対　処� ● 電源をご使用のディスプレイの仕様に合った解像度、リフレッシュレート
に設定してください。
☞ 「3章 3 ディスプレイ解像度の変更」
また、ディスプレイの仕様に合った解像度、リフレッシュレートに設定し
ても正しく表示が行えない場合は、ディスプレイドライバとユーティリ
ティの再インストールを行なってください。
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 キーボードのキーを押しても希望の文字が入力されない

状　況 ● キーボードから入力できない

確   認 キーボードケーブルのプラグをマウスコネクタに接続していませんか？

対　処� ● キーボードケーブルのプラグをキーボードコネクタに接続してください。

状　況 ● どのキーを押しても反応しない

対　処� ● 電源を切って、しばらくしてから電源を入れ直してください。

状　況 ● 電源を入れ直しても反応しない

対　処� ●      Ctrl  キーと Alt  キーを押したまま  Delete  キーを押してください。

状　況 ● 半角の「 ～ 」（チルダ）が入力できない

対　処� ー 々●  Shift  キーを押したまま 
＾へ
 キーを押してください

状　況 ●「£」「¢」「々」などが入力できない

対　処� ● OADG規格の106キーボードの場合、上記の文字は直接入力できませ
ん。お使いの日本語入力システムに付属の説明書を参照してください。

状　況 ● 希望の文字が入力できない

対　処� ●  キーボードの文字キーは、文字ロックの状態によって、入力される文字
が異なります。お使いの日本語入力システムに付属の説明書を参照して、
文字ロックを希望の状態にしてください。

 マウスの操作ができない

状　況 ● マウスを操作しても反応しない

確   認 マウスがキーボードコネクタに接続されていませんか？

対　処� ● マウスをマウスコネクタに接続してください。

7章-1 困ったときのQ&A
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 フロッピーディスク装置が使えない

状　況 ● システムが入ったフロッピーディスクをセットし、      Ctrl ＋ Alt ＋ Delete キー
を押しても、システムが再起動しない

確   認 システムが入っていないフロッピーディスクをセットしていませんか？

対　処� ● システムが入ったフロッピーディスクをセットしてください。

確   認 フロッピーディスクは正しく挿入されていますか？

対　処� ● 正しく挿入されていない場合があります。フロッピーディスクを一度抜い
て、もう一度挿入し直してください。
どうしてもフロッピーディスク装置が使えない場合は、フロッピーディス
ク装置が故障している恐れがあるので、お使いの機種を確認後、同梱の
『保守サービスのご案内』をご覧のうえお近くのサービスステーションへ
ご連絡ください。

状　況 ● FDDアクセスランプが消えない

対　処� ● 大量のデータを処理しているときは、ランプが消えるまで待ってください。
どうしてもランプが消えないときは、作業を中断（フロッピーディスクを
取り出してから電源を切る、または Ctrl キーと Alt キーを押したまま
Delete キーを押す）してください。再起動後、同じ作業を繰り返してみ
て、それでもFDDアクセスランプが消えない場合は、お買い上げの販売
店、もしくは同梱の『保守サービスのご案内』をご覧のうえお近くのサー
ビスステーションへご連絡ください。

 フロッピーディスクが使えない

状　況 ●「書き込み禁止です。」というエラーメッセージが表示された

確   認 フロッピーディスクが書き込み禁止状態になっていませんか？

対　処� ● フロッピーディスクを取り出して、書き込み可能状態にしてください。

             ☞ 書き込み可能状態について ➪  「1章 4-4- 3.5型フロッピーディスク」

状　況 ●「ファイルが作れません。」というエラーメッセージが表示された

確   認 フォルダは作成されていますか？

対　処� ● フォルダを作って、そこにファイルを作ってください。
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状　況 ●「ディスクがいっぱいです。」というエラーメッセージが表示された

確   認 ディスクの空き容量が少なくありませんか？

対　処� ● 不要なファイルを削除して、やり直してください。

● 別のフロッピーディスクを使用してください。

状　況 ● フロッピーディスク装置にフロッピーディスクを挿入しているのに、「アクセ
スできません。デバイスの準備ができていません」というメッセージのウィン
ドウが表示される

対　処� ● メッセージウィンドウの［キャンセル］ボタンを閉じたあと、フロッピー
ディスクをもう一度挿入し直して、再度アクセスを行なってください。

状　況 ● フロッピーディスク装置に、フロッピーディスクを挿入しているのに、「ドラ
イブAのディスクはフォーマットされていません。今すぐフォーマットしま
すか？」というメッセージのウィンドウが表示される

対　処� ● メッセージウィンドウの［いいえ（N）］ボタンをクリックしてウィンド
ウを閉じたあと、フロッピーディスクをもう一度挿入し直して、再度アク
セスを行なってください。

 アプリケーションソフトが使えない

状　況 ● アプリケーションソフトが思うように動かない

確   認 システム構成は正しく設定されていますか？

対　処� ● アプリケーションソフトのマニュアルを読んで、指示があればシステム構
成を変更してください。

状　況 ● アプリケーションソフトが動かない

確   認 そのアプリケーションソフトはシステムに対応していますか？

対　処� ● システムに対応していないアプリケーションソフトは使えません。
お使いのシステムに対応しているアプリケーションソフトをお買い求めく
ださい。

 ハードディスク装置が使えない

状　況 ● データの読み／書きができない

対　処� ● そのハードディスク装置は故障しているおそれがあるので、お使いの機種
を確認後、同梱の『保守サービスのご案内』をご覧のうえ、お近くのサー
ビスステーションへご連絡ください。

7章-1 困ったときのQ&A
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 CD-ROM装置が使えない

状　況 ●CD-ROM装置にアクセスできない

確   認 CD-ROM装置のディスクトレイはきちんとしまっていますか？

対　処� ●CD-ROM装置のディスクトレイを正しく格納してください。

確   認 CDがきちんとセットされていますか？

対　処� ●CD-ROM装置のディスクトレイを引き出し、ラベルが付いている方を上
にして、CDをセットしてください。

確   認 CD-ROM装置のディスクトレイに異物がありませんか？

対　処� ● 何かはさまっていたら取り除いてください。

確   認 CDが汚れていませんか？

対　処� ● 水か中性洗剤で湿らせた布で、汚れを拭き取ってください。

確   認 対応していないフォーマットのCD-ROMをセットしていませんか？

対　処� ●CD-ROM装置が対応しているフォーマットのCD-ROMをセットしてく
ださい。

☞ 「1章 4-3 CD-ROM装置について」

状　況 ●CDが取り出せない

確   認 電源が切れていませんか？

対　処� ● 電源を入れてから、CD-ROM装置のイジェクトボタンを押してください。

 サウンドが鳴らない

状　況 ● 音楽用CDやWAVファイルを再生しても、音が出ない

確   認 ボリュームが下がっていませんか？

対　処� ● ボリュームコントロールで音量を確認してください。

確   認 スピーカが接続されていますか？

対　処� ● 本体背面のLINE OUT端子にスピーカ（別売り）を接続してください。

             ☞ スピーカの接続方法 ➪  「4章 5 スピーカ（別売り）の接続」
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 印刷できない

状　況 ● プリンタが動作しない

確   認 プリンタの電源は入っていますか？

対　処� ● 本体の電源をいったん切り、プリンタ、本体の順で電源を入れ直してくだ
さい。

確   認 接続ケーブルや接続コネクタが正しく接続されていますか？

対　処� ● 正しく接続してください。

状　況 ● 画面上の表示と異なった印刷物が出てきたり、うまく印刷できない

確   認 アプリケーションソフト上でのプリンタの設定条件は、ご使用のプリンタの
設定に合っていますか？

対　処� ● アプリケーションソフト上、またはWindowsのプリンタ設定で正しく設
定し直してください。
☞ 『アプリケーションソフトに付属の説明書』

確   認 BIOSセットアップでのパラレルモード設定は合っていますか？

対　処� ● BIOSセットアップの［Advanced］-［PERIPHERAL SETUP］の
［Parallel Port Mode］を［ECP］に設定してください。

 テレビ、ラジオに障害が出る

状　況 ● テレビ、ラジオの調子がおかしい

確   認 テレビ、ラジオの近くにパソコン本体やディスプレイを置いていませんか？

対　処� ● テレビ、ラジオの室内アンテナの方向を変えてください。

● テレビ、ラジオに対するパソコン本体やディスプレイの方向を変えてくだ
さい。

● テレビ、ラジオから離してください。

● テレビ、ラジオの電源コンセントとは別の電源コンセントを使ってください。

● 電源コンセントと機器の電源プラグとの間に市販のフィルタを入れてくだ
さい。

● 受信機に屋外アンテナを使ってください。

● 平衡フィーダを同軸ケーブルに替えてください。

7章-1 困ったときのQ&A
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 異常や故障の場合

状　況 ● 異常な臭いや過熱に気がついた

対　処� ● 電源を切り、電源コンセントから電源プラグを抜いてください。

● 次のところに連絡してください。
・お買いあげの販売店
それでもわからない場合は、同梱の『保守サービスのご案内』をご覧のう
え、お近くのサービスステーションへご連絡ください。
・使用している機器の名称
・ご購入年月日
・現在の状態　
できるだけ詳細にご連絡ください。

 どうしてもわからない場合
操作できない原因がどうしてもわからない場合は、現在の状態をメモし、お買い上げの
販売店または同梱の『保守サービスのご案内』をご覧のうえ、お近くのサービスステー
ションにご相談ください。



付 録
本装置の仕様や、その他の設定方法について説明しています。
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2 各インタフェース ......................................182

3 エラーメッセージ ......................................188

4 その他の設定 ..............................................189
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製品仕様
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 仕様概要
モデルにより多少異なります。

種　機 0105MUIUQE

サッセロプ サッセロプンイメ

muitneP Ⅲ zHM056 はたま zHM665noreleC

1次 EHCAC （ )Bk23 　 UPF 蔵内

2次 EHCAC ： Bk652 （ muitneP ルデモⅢ ）
　　　　　　　　　　　　　　 Bk821 （ noreleC ）ルデモ

リモメ

リモメ準標
BM46MMID ／ BM821 ／ BM652 　 MARDS

zHM001 　 CCE し無

リモメ設増

MMID ×トッロス 2 内（ 1 はたまつ 2 ）用使でリモメ準標をつ
大最 BM215 （ BM652 ×2）

　能可用使 MMID
BM46 ／ BM821 ／ CCEBM652 し無 zHM001

MOR tibM4YROMEMHSALF ）能可え換き書（

能機示表

ラーロトンコ HCMGE018i

オデビ MAR ehcaCyalpsiD ）有共とリモメンイメ（し無

示表クッィフラグ

046 ｘ 084 　 652 ・ k46 ・ M61 色
008 ｘ 006 　 652 ・ k46 ・ M61 色
4201 ｘ 867 　 652 ・ k46 ・ M61 色
0821 ｘ 4201 　 652 ・ k46 ・ M61 色 *1

0061 ｘ 0021 　 652 色 *1

能機信通
度速送伝 NALXTspbM001

格規合適 XT-ESAB001 ／ T-ESAB01

置装憶記助補

DDF 5.3 　　備装台１　型
Bk027 ／ BM2.1 ／ BM44.1 （3 ）ドーモ

DDH
5.3 型 1 備装台

BG01 ／ BG51 ／ BG02

MOR-DC 42 ）大最（速倍

置装力入
ドーボーキ 901 型離分　ーキ

スウマ 2/SP き付ルーイホ

*1　デジタルRGBディスプレイでは、1280×1024、1600×1200のモードで使用
　　 できません。
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種　機 0105MUIUQE

スーェフタンイ

ルアリシ 2 トーポ 9BUS-D 、ンピ 055C61 換互

ルレラパ 1 　拠準スクニロトンセ　トーポ

グロナア BGR 1 　グロナア　トーポ BGR （3 ）プイタ列

ルタジデ BGR 1 ルタシデ　トーポ

2/SP スウマ 1 トーポ

2/SP ドーボーキ 1 トーポ

NAL 1 トーポ

オィデーオ NIENIL 、 TUOENIL 子端クイマ、

BSU 2 トーポ *1

トッロス張拡 ICP 　× 2

能機蔵内 ドンウサ HCIE018i ＋ 1881DA （ cedoC ）

能機ダンレカ 能機計時、付日
約命寿　可換交池電　用使リテッバ型ンタボ 3年

能機殊特

ジーネマーワパ
トンメ DDH ンウダーワパ：

PnP gulP ＆ yalP 応対 SOIB *1

源電
件条源電 001 　Ｖ zH06/05

力電費消大最 09 Ｗ

度温囲周
作動 01 ～℃ 53 ℃

作動非 － 02 ～℃ 06 ℃

度湿対相
作動 02 ％ hR ～ 08 ％ hR ）とこいなし露結しだた（

作動非 01 ％ hR ～ 09 ％ hR ）とこいなし露結しだた（

法寸形外
体本 )W(98 × )D(513 ×　 mm)H(703

）く除を座台、時き置てた（

ドーボーキ )W(454 　×　 )D(271 　×　 mm)H(24 （ ）時プッアトルチ非

量質
体本 約 gk6

ドーボーキ 約 gk1

*1　Windows NT4.0をご使用の場合は、サポートされません。
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 外形寸法図

307

313183

55

315

（単位：mm）
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 メモリマップ

ス�レ�ド�ア� ス�レ�ド�ア� ス�レ�ド�ア� ス�レ�ド�ア� ス�レ�ド�ア� 量�容�　�量�容�　�量�容�　�量�容�　�量�容�　� 義�定�義�定�義�定�義�定�義�定�

00000000

　� Bk046/215 ド�ー�ボ�ム�テ�ス�シ� MAR

0000A000

0000C000

0000E000

00000100
　�

ム�テ�ス�シ� Sエリア他�OIB　� Bk821

00000002

ド�ー�ボ�ム�テ�ス�シ� Mエリア�AR

　� Bk821 ビデオメモリエリア�

　� Bk821 BIOSエリア他�

～511MB

付録 -1 製品仕様
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 I/Oマップ
スレドア I／O

E0000000-00000000 AMD ラーロトンコ
1000000-01000000 スーソリドーボーザマ
02000000-02000000 ラーロトンコみ込り割な能可グンミラグロプ
E3000000-22000000 スーソリドーボーザマ
24000000-04000000 マイタムテスシ
E5000000-44000000 スーソリドーボーザマ
5000000-06000000 601 （語本日 10A （ドーボーキ） +lrtC ）数英
06000000-16000000 ムテスシーカーピス
26000000-26000000 スーソリドーボーザマ
36000000-46000000 601 （語本日 10A （ドーボーキ） +lrtC ）数英
E6000000-56000000 スーソリドーボーザマ
07000000-07000000 ムテスシ /SOMC クッロクムイタルアリ
E7000000-27000000 スーソリドーボーザマ
F7000000-08000000 スーソリドーボーザマ
28000000-18000000 AMD ラーロトンコ
58000000-48000000 スーソリドーボーザマ
68000000-78000000 AMD ラーロトンコ
78000000-88000000 スーソリドーボーザマ
A8000000-98000000 AMD ラーロトンコ
D8000000-C8000000 スーソリドーボーザマ
E8000000-F8000000 AMD ラーロトンコ
E9000000-09000000 スーソリドーボーザマ
0A000000-0A000000 ラーロトンコみ込り割な能可グンミラグロプ
EB000000-2A000000 スーソリドーボーザマ
ED000000-0C000000 AMD ラーロトンコ
EE000000-0E000000 スーソリドーボーザマ
EF000000-0F000000 サッセロプタ－デ値数
67100000-07100000 リダンカセ EDI ルアュデ（ラーロトンコ OFIF ）
67100000-07100000 rellortnoCEDIretsaMSUBBA10828letnI
6F100000-0F100000 リマイラプ EDI ルアュデ（ラーロトンコ OFIF ）
6F100000-0F100000 rellortnoCEDIretsaMSUBBA10828letnI
EF200000-8F200000 （トーポ信通 2MOC ）
57300000-67300000 リダンカセ EDI ルアュデ（ラーロトンコ OFIF ）
57300000-67300000 rellortnoCEDIretsaMSUBBA10828letnI
E7300000-87300000 PCE （　トーポタンリプ 1TPL ）
AB300000-0B300000 revirDecihparGtespihC018)R(letnI （　 1.2VP)001CD
ED300000-0C300000 revirDecihparGtespihC018)R(letnI （　 1.2VP)001CD
2F300000-2F300000 yppolFedom-3ABIHSOT （ )AepyTpoTkseDABIHSOT
4F300000-4F300000 yppolFedom-3ABIHSOT （ )AepyTpoTkseDABIHSOT
5F300000-6F300000 リマイラプ EDI ルアュデ（ラーロトンコ OFIF ）
5F300000-6F300000 rellortnoCEDIretsaMSUBBA10828letnI
6F300000-7F300000 yppolFedom-3ABIHSOT （ )AepyTpoTkseDABIHSOT
EF300000-8F300000 （トーポ信通 1MOC ）
E7400000-00400000 スーソリドーボーザマ
EB400000-08400000 スーソリドーボーザマ
0D400000-0D400000 スーソリドーボーザマ
E7700000-87700000 PCE （　トーポタンリプ 1TPL ）
E7800000-00800000 スーソリドーボーザマ
EFC00000-8FC00000 ICP スバ
E3CB0000-00CB0000 retpadAtenrehtEICPdesab-x5528letnI （ 01 ／ 001 ）
EFFB0000-000B0000 egdirBICPBA10828letnI
E14D0000-004D0000 rellortnoCtsoHlasrebinUBSUBA10828letnI
E38D0000-008D0000 oiduAlatigiDdetargetnIXAMdnuoS
EFCD0000-00CD0000 oiduAlatigiDdetargetnIXAMdnuoS
6AFF0000-0AFF0000 リマイラプ EDI ルアュデ（ラーロトンコ OFIF ）
EAFF0000-8AFF0000 リダンカセ EDI ルアュデ（ラーロトンコ OFIF ）
EAFF0000-0AFF0000 rellortnoCEDIretsaMSUBBA10828letnI
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 割り込みレベル・ＤＭＡチャネル

  

QRI lennahC

0 remiTlavretnI

1 draobyeK

2 tpurretnIdnoceSmorfQRI

3 4,2troPlaireS

4 3,1troPlaireS

5 NAL ／ ICP

6 yppolF

7 1troPlellaraP

8 SOMCmetsyS ／ kcolCemiTlaeR

9 AGV ／ ICP

01 BSU ／ ICP

11 dnuoS ／ ICP

21 troPesuoM

31 rossecorpochtaM

41 EDIyramirP

51 EDIyradnoceS

　

AMD 幅 lennahC

0 61/8 トッビ dnuoS

1 61/8 トッビ dnuoS

2 61/8 トッビ yppolF

3 61/8 トッビ troPlellaraP

4 ---------- rellortnoCAMD

5 61 トッビ resU

6 61 トッビ resU

7 61 トッビ resU

）定設準標の時荷出（

※ソフトウェアによって変更される場合があります。

付録 -1 製品仕様
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各インタフェース
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 アナログRGBインタフェース

5 1

6

1115

10

（ ）注 O/I 。すまし示を力出入の合場た見らか置装本は

号番ンピ 名号信 味　意 O/I

1 VRC 号信オデビ色赤 O

2 VGC 号信オデビ色緑 O

3 VBC 号信オデビ色青 O

4 2DI タニモ 2DI

5 DNG ドンラグ号信

6 DNG ドンラグ号信

7 DNG ドンラグ号信

8 DNG ドンラグ号信

9 desunU 用使未

01 DNG ドンラグ号信

11 0DI タニモ DI

21 TADCDD ADS 号信信通 O/I

31 CNYSHC- 号信期同平水 )LTT( O

41 CNYSVC- 号信期同直垂 )LTT( O

51 KLCCDD LCS 号信クッロクターデ O/I

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 アナログRGBインタフェースの同期信号
度像解

数色
046 ｘ 084 008 ｘ 006 4201 ｘ 867 0821 ｘ 4201 0061 ｘ 0021

（直垂 zH ）

652 58-06 58-06 58-06 58-06 58-06

k46 58-06 58-06 58-06 58-06 ー

M61 58-06 58-06 58-06 58-06 ー

色数　256:256色、64k:65,536色、16M:1,677万色

ご使用になれる解像度、色数は接続するディスプレイによって異なります。
☞ 『ディスプレイに付属の説明書』
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 デジタルRGBインタフェース

10 1

1120

号番ンピ 味　意 号番ンピ 味　意

1 ＋ターデ色緑 11 ＋ターデ色赤

2 －ターデ色緑 21 －ターデ色赤

3 地接ターデ色緑 31 地接ターデ色赤

4 地接ターデクッロク 41 地接ターデ色青

5 ＋ターデクッロク 51 ＋ターデ色青

6 －ターデクッロク 61 －ターデ色青

7 CDD 地接の 71 用使未

8 CDD ＋の V5 81 号信グラプトッホ

9 用使未 91 CDD 号信ターデ

01 用使未 02 CDD 号信クッロク

デジタルRGBディスプレイの最大解像度は1024×768ドットです。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 シリアルインタフェース

1 5

96
　

（ ）注 O/I 。すまし示を力出入の合場た見らか置装本は

号番ンピ 名号信 味　意 O/I

1 DC 出検アリャキ信受 I

2 DXR ターデ信受 I

3 DXT ターデ信送 O

4 RTD ィデレ末端ターデ O

5 DNG ドンラグ号信

6 RSD ィデレトッセターデ I

7 STR 求要信送 O

8 STC 可信送 I

9 IC 示表呼被 I
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 パラレルインタフェース

13 1

1425

）注（ O/I 。すまし示を力出入の合場た見らか置装本は

号番ンピ 名号信 味　意 O/I

1 EBORTS- 0DP ～ 7DP 号信力出用期同のめたむ込き書をターデの O

2～9 0DP ～ 7DP のターデ 0 らか目トッビ 7 力出るす信送を報情の目トッビ
号信

O

01 KCA- の内タンリプ YSUB リプ、る出に後直たれさ除解が態状
スルパ求要のらか側タン

I

11 YSUB す示をかうどかるあで態状な能可信受ターデがタンリプ
CD 号信のルベレ

I

21 EP るせら知を出検のれ切紙用 CD 号信のルベレ I

31 TCELES す示を態状トクレセィデ／トクレセのタンリプ CD ルベレ
号信の

I

41 DFTUA- 号信力出入 O

51 RORRE- す示を態状ーラエのタンリプ CD 号信のルベレ I

61 TINIP- 号信力出るすに態状期初を部御制タンリプ O

71 NILS- 用使未 O/I

81 ～ 52 DNG ドンラグ号信

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 キーボード・マウスインタフェース

　

6

4
2 1

3

5

　　　

（ ）注 O/I 。すまし示を力出入の合場た見らか置装本は

号番ンピ 名号信 味　意 O/I

1 ATAD ターデ O/I

2 desunU 用使未

3 DNG ドンラグ号信

4 V5+ V5+

5 KCOLC クッロク O/I

6 desunU 用使未
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 USBインタフェース

　

1�
2�
3�
4

1�
2�
3�
4

　　　

号番ンピ 名号信 O/I

1 V5+

2 ataD- O/I

3 ataD+ O/I

4 DNG

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 拡張スロット（PCIタイプカード用）

A01

B01

A62

B62

 拡張スロット(PCIタイプ)
）注（ O/I 。すまし示を力出入の合場た見らか置装本は

号番ンピ
V5 境環ムテスシ

ドイサ B O/I ドイサ A O/I

1 V21- #TSRT I

2 KCT I V21+

3 DNG SMT I

4 ODT O IDT I

5 V5+ V5+

6 V5+ #ATNI O/I

7 #BTNI O/I #CTNI O/I

8 #DTNI O/I V5+

9 #1TNSRP O 約予

01 約予 )O/I(V5+

11 #2TNSRP O 約予

21 DNG DNG

31 DNG DNG

41 約予 約予

付録 -2 各インタフェース
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）注（ O/I 。すまし示を力出入の合場た見らか置装本は

号番ンピ
V5 境環ムテスシ

ドイサ B O/I ドイサ A O/I

51 DNG TSR I

61 KLC I )O/I(V5+

71 DNG #TNG O/I

81 #QER O/I DNG

91 )O/I(V5+ 約予

02 DA 〔 13 〕 O/I DA 〔 03 〕 O/I

12 DA 〔 92 〕 O/I V3.3+

22 DNG DA 〔 82 〕 O/I

32 DA 〔 72 〕 O/I DA 〔 62 〕 O/I

42 DA 〔 52 〕 O/I DNG

52 V3.3+ DA 〔 42 〕 O/I

62 EB/C 〔3〕# O/I LESDI I

72 DA 〔 32 〕 O/I V3.3+

82 DNG DA 〔 22 〕 O/I

92 DA 〔 12 〕 O/I DA 〔 02 〕 O/I

03 DA 〔 91 〕 O/I DNG

13 V3.3+ DA 〔 81 〕 O/I

23 DA 〔 71 〕 O/I DA 〔 61 〕 O/I

33 EB/C 〔2〕# O/I V3.3+

43 DNG #EMARF O/I

53 #YDRI O/I DNG

63 V3.3+ #YDRT O/I

73 #LESVED O/I DNG

83 DNG #POTS O/I

93 #KCOL O/I V3.3+

04 #RREP O/I ENODS O/I

14 V3.3+ #OBS O/I

24 #RRES O/I DNG O/I

34 V3.3+ RAP O/I

44 EB/C 〔1〕# O/I DA 〔 51 〕

54 DA 〔 41 〕 O/I V3.3+

64 DNG DA 〔 31 〕 O/I

74 DA 〔 21 〕 O/I DA 〔 11 〕 O/I

84 DA 〔 01 〕 O/I DNG

94 DNG DA 〔 90 〕 O/I

05 ーキ・タクネコ

15 ーキ・タクネコ

25 DA 〔 80 〕 O/I EB/C 〔0〕# O/I

35 DA 〔 70 〕 O/I V3.3+
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）注（ O/I 。すまし示を力出入の合場た見らか置装本は

号番ンピ
V5 境環ムテスシ

ドイサ B O/I ドイサ A O/I

45 V3.3+ DA 〔 60 〕 O/I

55 DA 〔 50 〕 O/I DA 〔 40 〕 O/I

65 DA 〔 30 〕 O/I DNG

75 DNG DA 〔 20 〕 O/I

85 DA 〔 10 〕 O/I DA 〔 00 〕 O/I

95 )O/I(V5+ )O/I(V5+

06 #46KCA O/I #46QER O/I

16 V5+ V5+

26 V5+ V5+

 PCIスロットの電流容量
PCIスロットで使用可能な電流容量は次のとおりです。

●PCIスロットの許容電流値
スロットごとに、次の許容電流値を必ず守ってください。

量容流電 ICP トッロス

V5+
　
V3.3+

A1 　　　　下以 A0 　
はくしも

A0 　　　　 A1 下以

V21+ A5.0 下以

V21- 　 A1.0 下以

付録 -2 各インタフェース



188

エラーメッセージ
この項目では、システム起動時に発生する可能性のあるブザー類およびエラーメッセー
ジを説明します。

注 意�・これらのエラーが繰り返し発生する場合は、エラーメッセージの内容と現在の本体の
設定環境を具体的に記録し、『保守サービスのご案内』をご覧のうえ、すぐにサービス
ステーションまでお問い合わせください。

ジーセッメーラエ 明　説

DELIAFSAHYRETTABSOIB
。すまいてし耗消がリテッバ蔵内

。いさだくてし換交にリテッバいし新
☞ 「4章 01 」換交のリテッバ蔵内

DABMUSKCEHCSOMC
SOMC 可るいてし耗消がリテッバ蔵内。たしまれさ出検がーラエで

。すまりあが性能
。いさだくてし換交にリテッバいし新、は合場るいてし耗消がリテッバ

,ERULIAFTOOBKSID
DNAKSIDMETSYSTRESNI

RETNESSERP

。んせまりかつ見が置装るす動起をムテスシ
ロフたっ入のムテスシ、は合場るす動起らか置装クスィデーピッロフ

、しトッセをクスィデーピッ retnE 。いさだくてし押をーキ
トスンイくし正がムテスシ、は合場るす動起らか置装クスィデドーハ
認確かるいてれさ続接くし正が類ルブーケ、たま、かるいてれさルー

。いさだくてし

SEPYTROSREVIRDKSID
NUR-RORREHCTAMSIM

PUTES

。んせまいてれさ義定くし正が置装クスィデ
SOIB くてし直し定設くし正を置装クスィデ、し動起をプッアトッセ
。いさだ

☞ 「5章 SOIB 」ていつにプッアトッセ

TESSIHCTIWSYALPSID
YLTCERROCNI

。んせまりあくし正が定設のチッイスイレプスィデのドーボンイメ
ンャジ、し定設に」ーラカ「をチッイスイレプスィデのドーボンイメ

はたまパ SOIB 。いさだくてし直し定設くし正をプッアトッセ
☞ 「5章 SOIB 」ていつにプッアトッセ

SAHEPYTYALPSID
TOOBTSALECNISDEGNAHC

。すまりな異がタプダアイレプスィデ、ときとたし動起回前
SOIB 。いさだくてし定設くし正、てし動起をプッアトッセ

DERETNUOCNERORRE
/EVIRDDRAHGNIZILAITINI
DRAHGNIZILAITINIRORRE

RELLORTNOCKSID

。んせまきでズイラャシニイをクスィデドーハ
続接くし正が類ルブーケ、かるいてれさ続接くし正がクスィデドーハ

。いさだくてし認確かるいてれさ
、たま SOIB れわ行くし正が定設のクスィデドーハ、でプッアトッセ

。いさだくてし認確かるいて
るいてれわ行くし正が定設のパンャジのクスィデドーハてじ応に要必

。いさだくてし認確か

RLRTNCKSIDYPPOLF
RLRTNCON/RORRE
RLRTNCON/RORRE

TNESERP

でズイラャシニイはたま。んせまりかつ見が置装クスィデーピッロフ
。んせまき

正が類ルブーケ、かるいてれさ続接くし正が置装クスィデーピッロフ
。いさだくてし認確かるいてれさ続接くし

ON/RORREDRAOBYEK
TNESERPDRAOBYEK

。んせまきでズイラャシニイをドーボーキ
。いさだくてし認確かるいてれさ続接くし正がルブーケのドーボーキ

。いさだくでいなさ押をーキに中動起、たま

SAHEZISYROMEM
TSALECNISDEGNAHC

TOOB

。すまりな異が）ズイサ（量のリモメ、ときとたし動起回前
）んせまいてれさ識認にムテスシ（

SOIB 。いさだくてし定設を量のリモメいし新、し動起をプッアトッセ

...TAYFREVYROMEM
たしまれさ出検がーラエで認確み込書リモメ

たれさ定指をリモメるす用使がスイバデ、えうの認確をプッマリモメ
。いさだくてし定設に内囲範

TOOBEROTYEKASSERP 。たしまし生発がーラエな要必が動起再
。すまし動起再’がムテスシ。いさだくてし押をーキかれど

FSSERP １ ELBASIDOT
TOOBEROT2F,1MN

SOIB が IMN 。たしまし出検を態状
IMN はにるすに効無を 1F 。すまし押をーキ
IMN はにるす動起再をムテスシにずせに効無を 2F 。すまし押をーキ

ROFGNIKCEHC-MAR
...TNEMGES

MAR 。たしまし生発がーラエで
たし障故 MAR 。いさだくてし換交とのもいし新を

,DETLAHMETSYS （ -LRTC
LED-TLA ） TOOBEROT

。たしでんせまきで動起に常正をムテスシ
lrtC ＋ tlA ＋ eteleD 。いさだくてし動起再、てし押をーキ
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 Windows 98／95モデル

 DDC機能について
EQUIUMシリーズでは、VESA（Video Electronics Standard Association）準拠
のDDC（Display Data Channel）機能を持っており、プラグアンドプレイに対応し
ています。DDC機能とは、モニタとの通信機能のことです。
ただし、CRTディスプレイが対応していない場合は、DDC機能は使用できません。

ディスプレイに付属のマニュアルでご確認ください。
DDC機能を持っていないディスプレイを接続したとき、Windows 98／95のセット
アップ直後は、ディスプレイの設定が「Super VGA 1024×768」になっています。
これは一般的な設定ですので、ご使用のディスプレイにあう設定に変更することをおす
すめします。

・「東芝21型SVGAカラーディスプレイ2（CRT21002）」はDDC機能に対応したCRT
ディスプレイですが、正しく動作しない場合があります。その場合は、次にあげる手順に従
い、設定してください。

 Windows 98の場合

1［スタート］メニューから［設定］-［コントロールパネル］をクリックする
2［画面］アイコンをダブルクリックする
「画面のプロパティ」が起動します。

3［設定］タブの［詳細］ボタンをクリックする
4［モニタ］タブをクリックする
5［変更］ボタンをクリックする
［デバイスドライバの更新ウィザード］画面が表示されます。

6［次へ］ボタンをクリックする
7「特定の場所にあるすべてのドライバの一覧を作成し、インストールするド
ライバを選択する」をチェックし、［次へ］ボタンをクリックする

8「すべてのハードウェアを表示」をチェックし、使用するディスプレイの
［製造元］および［モデル］を選択し、［次へ］ボタンをクリックする
「東芝製21型SVGAカラーディスプレイ2」をご使用の場合は、次のように選択してくだ
さい。

［製造元］TOSHIBA　　　［モデル］Toshiba　CRT21002

9［次へ］ボタンをクリックする
10［完了］ボタンをクリックする
11［閉じる］ボタンをクリックする
12［OK］ボタンをクリックする

「画面のプロパティ」が終了します。
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 Windows 95の場合

1［スタート］メニューから［設定］-［コントロールパネル］をクリックする
2［画面］アイコンをダブルクリックする
「画面のプロパティ」が起動します。

3［ディスプレイの詳細］タブの［詳細プロパティ］ボタンをクリックする
4［モニター］タブをクリックする
5［変更］ボタンをクリックする
6［すべてのデバイスを表示］をクリックする
7 使用するディスプレイの［製造元］および［モデル］を選択し、［OK］ボ
タンをクリックする
「東芝製21型SVGAカラーディスプレイ2」をご使用の場合は、次のように選択してくだ
さい。

［製造元］TOSHIBA　　　［モデル］Toshiba　CRT21002

8［閉じる］ボタンをクリックする
9［OK］ボタンをクリックする
「画面のプロパティ」が終了します。

 DirectXについて

 DirectXのインストールについて
ゲームなどをインストールするときに、DirectXのインストールをうながすウィンドウ
が表示される場合がありますので、ドライバを置き換えないことをおすすめします。

インストールをする場合は、内容をよく理解したうえで、お客様の責任においてインス
トールを行なってください。本装置にはすでにDirectX7ドライバがインストールされ
ております。

・DirectX7を置き換えてしまった場合、他のアプリケーションソフトが正常に動作しない場
合があります。
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 ディスプレイアダプタの設定について
ゲームをインストールした後に、次の「ディスプレイアダプタの変更方法」の手順1～
3を実行し、「ディスプレイの詳細プロパティ」を参照して、ディスプレイアダプタの

設定内容を確認してください。ディスプレイアダプタの工場出荷時の設定は次のとおり
です。

�　Windows 98／95の場合

Intel(r) 82810E Graphics Controller 4.12.01.2576

ディスプレイアダプタの設定が異なる場合は、「ディスプレイアダプタの変更方法」の

手順1～9を実行し、工場出荷時の設定に戻してください。

・ディスプレイアダプタが変更された状態のままでは、他のアプリケーションソフトが正常に
動作しない場合があります。
・ディスプレイの名称については［スタート］メニューから［はじめに］-［リリース情報］を
クリックして表示される［出荷時の設定について］を参照してください。

 ディスプレイアダプタの変更方法
画面の表示例はWindows 98の画面です。Windows 95の場合は異なります。

1 デスクトップ上の、アイコンなどが何も表示されていないところで、マウス
の右ボタンをクリックし、[プロパティ（R）]をクリックする
[画面のプロパティ]のウィンドウが表示されます。

2［設定］（Windows 95の場合は［ディスプレイの詳細］）タブをクリック
する

�

(注）画面は一例です。

付録 -4 その他の設定
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3［詳細］（Windows 95の場合は［詳細プロパティ(A)］）ボタンをクリック
する
「XXXXXX（ディスプレイアダプタ名）のプロパティ」または［ディスプレイの詳細プロパ
ティ］ウィンドウが表示されます。

�

(注）画面は一例です。

4［アダプタ］タブをクリックする
Intel(r) 82810E Graphics Controller 4.12.01.2576が表示されている場合は、以降の
作業は必要ありません。
［キャンセル］ボタンをクリックして作業を終了します。

5［変更(C)］をクリックする
Windows 98では［デバイスドライバの更新ウィザード］ウィンドウが表示されます。

Windows 95の場合は、［変更］ボタンをクリックした後、さらに次の手順で変更して

ください。

6［モデル］一覧の「Intel(r) 82810E Graphics Controller 4.12.01.2576」
の上でダブルクリックする

7［ディスプレイの詳細プロパティ］ウィンドウが表示されるので、［閉じる］
をクリックする

8［画面のプロパティ］ウィンドウが表示されるので、［閉じる］をクリックする
システムを再起動するか、メッセージが表示されます。

9［はい(Y)］をクリックする
システムが再起動し、ディスプレイアダプタの変更が反映されます。
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 Windows NTモデル

 Service Pack6のインストールについて
LANなどのドライバ／プロトコルを追加／変更した場合には、Service Pack6を再度
インストールしなければなりません。
インストールの際は以下の手順に従ってください。

1 デスクトップ上にある、Service Pack6 セットアップアイコンをダブル
クリックする
Service Pack6のインストールが始まります。画面の指示に従ってインストールを行なっ
てください。

付録 -4 その他の設定
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